
- 1 - 

令和３年第４回 国分寺市農業委員会総会議事録 
 

令和３年４月20日(火)午前９時30分 

第４回国分寺市農業委員会総会を国分寺市役所第５庁舎１階会議室に召集する。 

 

出席委員 

(15名) 

欠席委員 

(０名) 

1番  笛田 弥生   2番 永澤 悟    3番  濱野 周泰    4番 尾又 守 

5番  清水 幸雄   6番  齋藤 利一   7番  本多 佳郎     8番  鈴木 正治 

9番 鈴木 吉弘   10番  篠宮 重彰    11番  内藤 孝雄  12番 栗原 啓輔 

13番  本橋 裕司   14番  田中 豊    15番  鈴木 弘子 

事務局 

出席職員 
事務局長 清水 昭策  事務局係長 榎本 紘幸  係 名和 朋香 

 

＜ 議事日程 ＞ 

 

日程第１    開会と署名委員指名 

 

日程第２    前回会議録の承認 

 

日程第３    会長等の報告 

 

日程第４  議案審議 

議案第１号 生産緑地に係る農業の主たる従事者証明書の交付について 

 議案第２号 相続税の納税猶予に関する適格者証明書の交付について 

議案第３号 相続税の納税猶予に係る引き続き農業経営を行っている旨の証明書の 

      交付について 

 

日程第５  協議事項 

協議第１号 第17回農ウォークについて 

 

日程第６  報告事項 

報告第１号 農地法第３条の３第１項の規定による届出に係る専決処理について 

報告第２号 農地法第５条第１項第７号の規定による届出に係る専決処理について 

報告第３号 農地の公共用地としての取得について 

報告第４号 農地の一時転用届について 

報告第５号 今後の日程について 

 

日程第７  その他 

 

                                        

議長（田中 豊）は令和３年第４回国分寺市農業委員会総会の開会を宣言した。 

○ 日程第１  開会と署名委員指名 

議長は，議事録署名委員について，次の２名を指名した。 
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５番 清水委員   ６番 齋藤職務代理 

 

○ 日程第２  前回会議録の承認 

事務局提示のとおり前回会議録は承認された。 

 

○ 日程第３  会長等の報告 

 

○ 日程第４  議案審議 

議案第１号  生産緑地に係る農業の主たる従事者証明書の交付について 

議長は，議案第１号１番を議題とすることを告げ，事務局説明後，１

番を内藤委員に現地調査報告を求めた。 

内藤委員 

 

 

 

議  長 

議案第１号１番について，４月６日に，鈴木吉弘委員，濱野委

員，私と事務局で現地調査を行った。当該農地では，紅梅・コニフ

ァー・トキワマンサク等の植木類の他，ウドが栽培されており，す

べて適切に肥培管理されていた。 

本議案について審議の結果，各委員の確認することに異議がない

ので，議案第１号１番について全員一致で承認とする。 

       

議案第２号  相続税の納税猶予に関する適格者証明書の交付について 

議長は，議案第２号１番を議題とすることを告げ，事務局説明後，１

番を内藤委員に現地調査報告を求めた。 

内藤委員 

 

 

 

議  長 

議案第２号１番について，４月６日に，鈴木吉弘委員，濱野委

員，私と事務局で現地調査を行った。当該農地では，芝が栽培され

ており，すべて適切に肥培管理されていた。よって，本案件の人物

は相続税納税猶予を適用するに適格だと考える。 

本議案について審議の結果，各委員の確認することに異議がない

ので，議案第２号１番について全員一致で承認とする。 

 

議案第３号  相続税の納税猶予に係る引き続き農業経営を行っている旨の証明書の      

交付について 

議長は，議案第３号１番から６番を議題とすることを告げ，事務局説

明後，１番を鈴木吉弘委員，２番から４番を鈴木正治委員，５番を篠

宮委員，６番の並木町地区を篠宮委員，戸倉地区を清水委員に現地調

査報告を求めた。 

鈴木吉弘委員 

 

 

 

 

鈴木正治委員 

 

 

 

鈴木正治委員 

議案第３号１番について，４月６日に，内藤委員，濱野委員，私

と事務局で現地調査を行った。自宅東側の農地では，ブロッコリー

が，南側の農地では，ブルーベリー・エダマメが，西恋ヶ窪二丁目

の農地では，ダイコン・ニンジン・カブ等の野菜類が作付されてお

り，すべて適切に肥培管理されていた。 

議案第３号２番について，４月５日に，田中会長，篠宮委員，私

と事務局で現地調査を行った。当該農地では，ソヨゴ・モミジ・ハ

ナミズキ等の植木類が栽培されており，すべて適切に肥培管理され

ていた。 

議案第３号３番について，４月５日に，田中会長，篠宮委員，私
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鈴木正治委員 

 

 

 

篠宮委員 

 

 

 

篠宮委員 

 

 

 

清水委員 

 

 

 

議  長 

と事務局で現地調査を行った。当該農地では，ソヨゴ・ヒメシャ

ラ・ドウダンツツジ等の植木類が栽培されており，すべて適切に肥

培管理されていた。 

議案第３号４番について，４月５日に，田中会長，篠宮委員，私

と事務局で現地調査を行った。当該農地では，トマト・トウモロコ

シ・エダマメ等の野菜類の他，クリが栽培されており，すべて適切

に肥培管理されていた。 

議案第３号５番について，４月５日に，田中会長，鈴木正治委

員，私と事務局で現地調査を行った。当該農地では，アオダモ・モ

ミジ・オリーブ等の植木類の他，イチゴが栽培されており，すべて

適切に肥培管理されていた。 

議案第３号６番について，４月５日に，田中会長，鈴木正治委

員，私と事務局で現地調査を行った。自宅隣接農地では，ブロッコ

リー・キュウリ・トマト・キャベツ等の野菜類が，西側の農地で

は，ネギが栽培されており，すべて適切に肥培管理されていた。 

議案第３号６番について，４月５日に，尾又委員，笛田委員，私

と事務局で現地調査を行った。当該農地では，ニンジンが栽培され

ており，残りの部分は作付準備中で，すべて適切に肥培管理されて

いた。 

本議案について審議の結果，各委員の確認することに異議がない

ので，議案第３号１番から６番について全員一致で承認とする。 

 

○ 日程第５   協議事項 

協議第１号  第17回農ウォークについて 

議長は協議第１号を議題とすることを告げ，事務局へ説明を求めた。 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

 

内藤委員 

 

 

 

例年，６月下旬か７月上旬に実施しているが，昨年は新型コロナ

ウイルス感染症の影響を受け，夏ではなく延期して11月の秋開催と

していたが，コロナの収束がみられず中止となった。今年度につい

て，夏の開催とする場合，今年は選挙があることなどを考慮すると

７月17日の土曜日が候補日となる。夏に開催する場合，今回の総会

において，日時や密を防ぐための人数，受け入れ農家や収穫体験，

コース，班体制等の詳細を決める必要がある。延期の場合は，時期

をいつ頃にするのか決定していただきたい。最新のニュースで今週

にも緊急事態宣言の発出が見込まれているので，その点も考慮の

上，協議いただきたい。 

まん延防止措置が隣接市で出ており，さらに緊急事態宣言の発出

が見込まれる状況である。また，７月17日に開催する場合，近年，

季節が早く進んでおり真夏の暑さになることが想定され，熱中症の

懸念もある。昨年同様，秋まで見送ることも含め検討いただきた

い。 

変異ウイルスも拡大しており，ワクチン接種もまだの状況。不安

がある中では，参加する側も受け入れる側も難しいのではないか。

今後，ワクチン接種が進み，受け入れ農家の了解が得られ，今年度

中の実施ができればと考える。 
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議  長 

 

尾又委員 

 

事 務 局 

 

 

 

議  長 

 

濱野委員 

 

 

齋藤職務代理 

 

 

 

 

笛田委員 

事 務 局 

 

 

 

議  長 

事 務 局 

 

 

 

議  長 

２年連続で中止となると，市民の関心度が薄れてしまうことも懸

念される。 

コロナの状況下での開催について，共催団体であるＪＡ東京むさ

し国分寺地区はどのような考えなのか。 

ＪＡとしては，２年連続での中止になってしまうことに加え，高

齢者の参加が多く，コロナの発生があった場合の責任の所在が懸念

されるとのことであったが，農業委員会の意向を汲みたいとの話だ

った。 

ＪＡ側については，４月22日に都市農政推進協議会が開催される

ので，その中で意見を聞いていきたい。 

農ウォークは，市民と農業者の交流の意味があり，コミュニケー

ションツールになるもの。ワクチンの接種が進んだ後に実施できれ

ばと考える。秋まで見送ってはいかがか。 

農ウォークは，これまで16回続けてきたものであり，是非やりた

いが，現状７月の開催は難しい。２年連続で中止となると，市民の

関心が薄れてしまうことも懸念されるため，秋まで様子をみて，状

況によっては手法を変えていくことも必要ではないかと考えるが，

秋の開催を検討してはいかがか。 

市としては，行事を進める方向性なのか。 

本日時点，密を避けるなどコロナの対策をしっかり取ることでイ

ベントは進行しており中止する判断はない。ただし，前回の緊急事

態宣言発出時は，イベントは原則延期または中止となったため，今

回もそうなる可能性はある。 

秋に延期する場合，10月下旬から11月上旬頃となるのか。 

例年であれば，11月の１週目の日曜日に国分寺まつりがあり，そ

の前日から農業祭があるため，受け入れ農家の方にとって，それが

終わってからがいいのではないか。11月中旬の開催の場合，８月の

総会で再度協議し決定していくことになる。 

協議の結果，夏の開催を見送り，11月中旬の開催を目指すことと

し，コロナの状況を見ながら再度協議していくこととする。 

 

○ 日程第６   報告事項 

報告第１号 農地法第３条の３第１項の規定による届出に係る専決処理について 

報告第１号について，事務局より資料を基に２件報告した。 

 

報告第２号 農地法第５条第１項第７号の規定による届出に係る専決処理について 

報告第２号について，事務局より資料を基に５件報告した。 

 

報告第３号 農地の公共用地としての取得について 

報告第３号について，事務局より資料を基に１件報告した。 

 

報告第４号 農地の一時転用届について 

報告第４号について，事務局より資料を基に１件報告した。 
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報告第５号 今後の日程について 

報告第５号について，事務局より資料を基に報告した。 

 

○ 日程第７ その他 

・農業委員会だより第42号レイアウト案について 

      ・生産緑地地区追加指定に係る現地調査日程について 

 

議  長   令和３年第５回農業委員会総会は，５月20日(木)午前９時30分より，

国分寺市役所書庫棟会議室にて開催する。 

 

                                       

上記の会議のてん末を記載し，その相違ないことを証するため，ここに署名する。 

 

令和３年４月20日 

国分寺市農業委員会 

会 長   田中  豊 

 

署名委員 

 

        署名委員 


